
５　主な見直し事業一覧

【歳出】

1
農業経営カイゼン導入促進
事業費

農業技術課

2
信州農業を革新する技術
開発・実用化推進事業費

農業技術課

3

園芸畜産課

4 優良後継牛確保促進事業費

園芸畜産課

（別紙４）

農政部

事　業　名 内　　容　及　び　金　額　（千円）

事 業 内 容

次代の本県農業を担う中核的経営体が、企業的な経営戦
略や経営手法により、自らトヨタ式カイゼン活動に取り組む
ことで収益性向上が図られるよう、カイゼン手法を活かした
普及活動を展開するとともに、普及指導員による指導体制
の強化を図っています。

見直し内容・理由
トヨタ自動車(株)との委託契約はＲ４で終了とし、Ｒ５以降は
農業農村支援センターを中心として、自立した普及活動へ
移行していきます。

Ｒ ４ 予 算 額 2,546 Ｒ５見直し見込額 1,706

事 業 内 容

信州農業を革新する農業技術を開発するとともに実用化
を推進するため、技術を有する民間企業、大学等と県関係
機関がコンソーシアムを形成し、本県農業のスマート化を
推進しています。

見直し内容・理由

リモコン式畦畔草刈機の社会実装やレタス収穫機の農家
実証に加え、「市田柿」の皮むき工程の自動判別・位置決
めロボットが柿加工ラインに試験設置されるなど、実用化の
見通しがついたため、本事業は廃止します。

Ｒ５見直し見込額 2,022

事 業 内 容
ワイン用ぶどう関係者を対象として、レベルに応じた研修
会等を開催しています。

高品質ワイン用ぶどう産地
育成支援事業費

見直し内容・理由

地域単位での活動活性化に向け「地域に根ざしたワイン用
ぶどう産地育成事業」で、現地機関による研修会開催支援
を行い、各地域の地形・気候などの実態に即した栽培支援
等を行うこととし、本事業は廃止します。

Ｒ ４ 予 算 額 599 Ｒ５見直し見込額 599

Ｒ ４ 予 算 額 2,022

事 業 内 容

肉用牛等の生産基盤の強化のため、優良雌牛（スペシャ
ル繁殖牛等）から生産した体外受精（ＩＶＦ）卵を活用して遺
伝的に優れた和牛生産を推進する仕組みを構築していま
す。

見直し内容・理由

「信州プレミアム牛肉生産基盤強化対策事業」の中で、「信
州プレミアム牛肉」のブランド確立及び流通拡大に向けた
「高品質な牛づくり」と「増産体制の構築」の両面から生産
基盤を強化することとし、本事業は廃止します。

Ｒ ４ 予 算 額 3,489 Ｒ５見直し見込額 3,489

9


